






はじめに 

インドメサシンによる未熟児動脈管開存症の治療法はその成績が必ずしも確実でないし,

まだ不明な点が残されている。私達の基礎的研究は最終的には臨床上のより良い治療法を

確立する事を目的としているが,本年度には動脈管の薬剤による収縮の基礎的研究により,

次の 2つの点が解明された。研究方法としては,基本的には初年度と同じ方法を用いた。即

ち Wistar 種のラットを用い,全身急速凍結法と実体顕微鏡を用いて,胎仔と新生仔の動脈

管を観察,計測した。以下 2つの研究についてその方法と研究結果を別々に述べる。 


